










要約 われわれはすでに川崎病における rーグロブリン療法(IVGG療法)において,発症 1ケ

月前後の冠動脈障害(CAL)がアスピリン療法(ASA 療医)に比し,有意に低下することを,3 つ

の controlled study によって明らかにした。その際に対象となった症例について,さらに

2年にわたってCALの残存率を検討したところ,ASA療法に比し,IVGG療法を行うと,長期的

にみても CAL の残存率が低いことが認められた。 


